
ＰＭ学会四国支部 ２０２６年６月度研究会記録 

日  時：２０２６年６月２４日(水) １５：００～１６：１０            

開催方法：オンライン開催 

主  催：プロジェクトマネジメント学会四国支部    

後  援：特定非営利活動法人 IT コーディネータ協会 

講  師：北村 尊義氏 (香川大学創造工学部准教授) 

講  演：「鑑賞から観察に誘う仕掛けには何が必要か」 

出 席 者：２０名 

内  容：鑑賞は「美や価値を味わうこと」、観察は「実態を知ること」が目的と言われ

ています。講師は映像制作や認知科学、対人コミュニケーションなどの大学教

育現場において、受講生に作品を鑑賞させたのちに、実際にその鑑賞物をつく

らせるなどの観察を促す講義を実践されています。その取り組みの研究事例を

紹介していただきました。 

 

     講演後は、質疑応答が行われ、「まとまりとして認識する」や「欠落(足りない

部分)に気づく」など対象を分解しながら理解する人間の認識の仕方は AI 分析

(画像分析など)と関係しているのではとの質問があり、北村尊義氏から「画像

認識は、ヒトが何をどう認識しているのかというのを紐解いていく。自然言語

処理など生成 AI とかなり密接につながっていると認識している」などご回答

をいただきました。 

 

 

                                     以上 


